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Strategies for enhancing performance of handball athletes in Japan’s
top league from a psychological-competitive ability perspective

Shoichi TSUJI, Hideaki TAKAI, Masamichi KURIYAMA,
Yasuhisa KUSUMOTO and Kouji MATSUI

Abstract: The present study examined the psychological-competitive ability of men and women 
handball players in the Japan Handball League, Japan’s top league, using the Diagnostic Inventory of 
Psychological-Competitive Ability for Athletes (DIPCA-3). Focusing specifi cally on number of years in 
the league, position, and experience of playing in the Japan national team, strategies for enhancing per-
formance of top league handball athletes from a psychological-competitive ability perspective were in-
vestigated. The fi ndings were as follows. (1) Analysis of men by number of years in the league showed 
that concentration and judgment were signifi cantly higher among athletes who had been in the league 
for a long period than athletes who had been in the league for a short period. (2) Analysis of women by 
number of years in the league showed that decisiveness and judgment were signifi cantly higher among 
athletes who had been in the league for a medium period than athletes who had been in the league for a 
short period. (3) Analysis of men by position showed that judgment was signifi cantly higher among ath-
letes in the BP position than the Line position. (4) Analysis of women by position showed no signifi cant 
diff erences in psychological-competitive ability due to position. (5) Analysis of men by experience of 
playing in the Japan national team showed that aggressiveness, concentration, self-confi dence, decisive-
ness, predictive ability, and judgment were signifi cantly higher among athletes who had played in the 
national team than those who had not. (6) Analysis of women by experience of playing in the Japan na-
tional team showed no signifi cant diff erences in psychological-competitive ability due to experience/
non-experience of playing in the national team. From the above, for men it is desirable for athletes with 
judgment to be trained from an early age. In particular, training athletes with judgment to play Line will 
likely yield results in the future. For women, judgment and concentration increase with number of years 
in the league. As with men, it is probably necessary for athletes with judgment to be trained from an 
early age. However, psychological-competitive ability of women athletes showed no diff erences due to 
either position or experience/non-experience of playing in the Japan national team, and work is needed 
to investigate the reasons for this.
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日本トップリーグにおけるハンドボール選手の心理的競技能力からみた強化方略の検討

1.　緒　　言

ハンドボール競技では，試合での実力発揮，練習や
日々の取り組みにおいて，心理面のコントロールが重
要な課題の一つとされている。ハンドボールは団体球
技であり，走る，跳ぶ，投げるの異なる重要な基本要
素が含まれており，尚且つ身体接触も許されている。
様々な技術，戦術を用い，瞬時に相手の状況を判断し
ながら対応する能力が必要であり，1時間の試合時間
の中で，自己内外の様々なストレス環境下での実力発
揮が求められる。オープンスキル注 1)に属するスキル
は身体知注 2)による暗黙的な身体制御が特に重要であ
る。状況の変化の認識と自らの運動の制御を同時に実
行するには瞬時に情報を読み取り，クローズドスキ
ル注 3)に属するスキルを実行しなければならない競技
特性がある。
現在，日本のハンドボール競技は，国際大会におけ
るここ一番の試合で実力発揮できないという課題を抱
えている。男子日本代表は，1988年のソウルオリン
ピック以降の 6大会で，オリンピック出場を果たして
いない。女子日本代表においてはモントリオールオリ
ンピック以降，オリンピックに参加できずにいる。ア
ジア大陸からの出場枠が多い世界選手権においては，
出場を果たしているものの，1970年代以降，ベスト 8
の壁を破れずにいる。1980年代中頃までは，日本はア
ジアのトップを占めてきたが，1980年代後半から，男
女ともに韓国の後塵を拝し，近年の男子日本代表は中
東諸国の台頭に押されぎみである。それは，U-24，
U-20，U-18，U-16などの各年代別のカテゴリーでも
同じ状況である。国際大会におけるこのような結果は，
技術，身体能力，コンディショニングなどの要因のみ
ならず，潜在的に心理的要因も日本のハンドボール界
に存在している可能性がある。
ロサンゼルスオリンピックまで，アジアで日本に次
ぐ 2位が定位置であった男子韓国代表は，ソウル大会
を境に，世界のトップゾーンへ進出した。男子韓国代
表は，ソウル大会で銀メダルを獲得し，その後のオリ
ンピック大会や世界選手権でも上位に名を連ねてい
る。女子韓国代表はロサンゼルス大会で銀メダルを獲
得，ソウル大会，バルセロナ大会で金メダル．アトラ
ンタ大会，アテネ大会で銀メダル，北京大会で銅メダ
ルを獲得しており世界トップを維持している。田村 3)

によると，その強化方略は，学校体育の部活動中心で
行われ，小学校を底辺としてナショナルチームを頂点
としたピラミッドの中で，選び抜かれた選手のみが競
技を続けることができ，速いプレースピードでの個人
技術の指導法が一貫している。これに対して，日本に
おいては部活動参加の自由度が高く，チーム数も多い

が，戦術重視で指導に一貫性がないとしている。また
柳 8)は，選び抜かれた選手達が，韓国ナショナルチー
ムに入り，身体的に大きなヨーロッパ選手に負けない
ために，スピードハンドボールを求め，精神力を養い，
妥協を許さぬ猛練習を年間 250日行っていることが，
世界トップレベルに君臨している理由であると述べて
いる。そして，韓国ハンドボールの強みは，厳しい競
争とトレーニングにより培われた強い精神力であると
示唆している 4)。
日本が世界ベスト 8に近づいた例としては，1997年
の男子世界選手権が挙げられる。スウェーデン人であ
るオレ・オルソン監督のもと，男子日本代表には 1日
6食で 6000 kcal摂取を義務付け，高頻度のフィジカル
トレーニングを徹底し，男子日本代表の体重を増やし
てヨーロッパ勢に対する身体的不利を補った。その強
化方略は多くの注目を集めただけでなく，結果も残し
た。しかしながら，藤林 5)は，オレ・オルソンのチー
ム作りの中心は，メンタルトレーニング注 4)にあった
と報告している。総トレーニングの 25％以上がメンタ
ルトレーニングであり，「日本人としてどうすればメン
タルタフネスが身につけられるかを考えなければなら
ない」というMental Att itudeを大切にし，選手に要
求した。
これまでの日本のハンドボール選手の心理面に関す
る研究には，競技力が発展途上である大学生以下のハ
ンドボール選手を対象にした調査研究 7–9)はいくつか
みられるが，日本のトップ選手を対象にした研究は少
ない。現在の日本のトップ選手の心理面を把握するこ
とができれば，日本代表選手の強化方略について心理
的側面から検討することが少なからず容易になる。さ
らには，日本のハンドボール選手の育成年代における
指導指針を探究する際にも意味を成すと思われる。こ
のようなスポーツ選手の心理面を測るものとして，
「心理的競技能力診断検査（Diagnostic Inventory of 
Psychological-Competitive Ability for Athletes：以下，
DIPCA.3）10)が存在する。この検査は 5因子と 12尺度
の下位尺度から構成されている。心理的競技能力は試
合中の心理状態や実力発揮度，競技成績に関係してい
るため 11)，競技レベルの向上には心理的競技能力が重
要な役割を果たしているといわれている。
以上のことをふまえ，本研究では，男女日本代表の
ほぼすべての選手が在籍している，日本ハンドボール
界のトップリーグである日本ハンドボールリーグ
（Japan Handball League：以下，JHL）の男女選手を
対象に心理的競技能力診断検査を実施し，リーグ在籍
年数，ポジション，日本代表経験に焦点をあて，JHL
におけるハンドボール選手の心理的競技能力からみた
強化方略について検討することを目的とした。
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2.　方　　法

1）調査協力者
JHL所属選手 167名（男子 84名，女子 83名；男子
の年齢 26.2±3.6（19–37）歳，女子の年齢 24.4±3.4
（18–35）歳）を調査対象とした。
リーグ在籍年数別に分析するために，調査時点での
リーグ在籍年数が 0年 –4年の選手を「①短期リーグ在
籍選手」（男子 44名，女子 54名；男子年齢 23.7±1.7
（19–27）歳，女子年齢 22.9±2.6（18–29）歳），5年 –9
年の選手を「②中期リーグ在籍選手」（男子 28名，女
子 20名；男子年齢 27.5±1.9（23–31）歳，女子年齢
27.2±2.6（23–35）歳），10年以上の選手を「③長期
リーグ在籍選手」（男子 11名，女子 6名；男子年齢 32.7
±2.5（29–37）歳，女子年齢 28.7±1.6（27–31）歳）と
区分した。
ポジション別に分析するために，ゴールキーパーの
選手を「① GK」（男子 13名，女子 13名；男子年齢
25.9±3.0（22–31）歳，女子年齢 25.1±4.1（19–31）歳），
左右サイドプレーヤーを「②Wing」（男子 18名，女
子 22名；男子年齢 26.6±4.2（20–37）歳，女子年齢
23.7±3.1（18–29）歳），レフトバック，センターバッ
ク，ライトバックの選手を「③ BP」（男子 34名，女子
28名；男子年齢 26.2±3.1（22–34）歳，女子年齢 24.0
±3.5（18–35）歳），ポストプレーヤーを「④ Line」（男
子 18名，女子 17名；男子年齢 26.1±4.7（19–37）歳，
女子年齢 25.3±2.9（19–30）歳）と区分した。
日本代表経験別に分析するために，日本代表経験の
ある選手を「①日本代表経験選手」（男子 26名，女子
23名；男子年齢 28.4±4.0（23–37）歳，女子年齢 26.4
±3.2（22–35）歳），日本代表経験のない選手を「②日
本代表未経験選手」（男子 57名，女子 57名；男子年齢
25.2±3.0（19–33）歳，女子年齢 23.6±3.1（18–29）歳）
と区分した。

2）調査期間
2009年 5月から 7月までの間であった。

3）調査手続き
JHL機構に事前に承諾許可を得た上で，調査票を

JHLに所属する全 14チーム（男子 8チーム，女子 6
チーム）に郵送し，実施後に返送してもらった。回収
できたチーム数は 13チームであった。回収率は，男子
では 60.4％（139名中 84名回収），女子では 86.6％（97
名中 83名）であった。

4）調査内容
心理的競技能力診断検査（DIPCA.3）　アスリートの
心理的競技能力を評価する尺度である 10)。項目の評定
は，5段階（①ほとんどそうではない―⑤いつもそう
である）の自己評価で行い，得点が高いほど心理的競
技能力が高いことを意味する。本研究では，忍耐力，
闘争心，自己実現意欲，勝利意欲，自己コントロール
能力，リラックス能力，集中力，自信，決断力，予測
力，判断力，協調性の 12尺度について分析を行った。
また，Lie scaleが 12以下の選手（男子 1名，女子 3
名）のデータに関しては分析から除外した。したがっ
て，最終的には男子 83名，女子 80名を分析対象とし
た。また，個人結果及びチーム毎の結果については，
競技力向上の資料としてもらう為に，早急にフィード
バックを行った。

5）統計処理
従属変数は各尺度（12尺度）の得点，独立変数をそ
れぞれリーグ在籍年数，ポジション，日本代表歴とし，
基本統計量を集計後，2群の独立変数については t検
定，3群以上の独立変数については一元配置分散分析
を適用した。一元配置分散分析で有意であった項目に
ついては，引き続き多重比較検定（Bonferroni法）を

表 1　DIPCA.3（心理的競技能力診断検査）各尺度及びその内容 10)
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適用し群間差を検定した。統計水準は 5％とし，統計
解析は IBM SPSS18.0で実施した。

3.　結果及び考察

1）リーグ在籍年数
男子リーグ在籍年数 男子リーグ在籍年数と心理的
競技能力との関係を明らかにするために，リーグ在籍
年数別に「①短期リーグ在籍選手」「②中期リーグ在籍
選手」「③長期リーグ在籍選手」の 3群に区分し分析を
行った。表 2には各尺度における男子リーグ在籍年数
別の得点の比較を示した。「③長期リーグ在籍選手」は
「①短期リーグ在籍選手」より集中力が有意に高かった
（F（2, 80）=3.92, p<.05）。「③長期リーグ在籍選手」は
「①短期リーグ在籍選手」より判断力が有意に高かった
（F（2, 80）=3.24, p<.05）。それ以外の尺度においては有
意差が認められなかった。
この結果から，長期リーグ在籍選手は，短期リーグ
在籍選手より集中力と判断力が高いといえる。集中力
は持続的なものなのか，またはここ一番の瞬発的なも
のなのかという質の部分や，Nideff er 12)の注意様式の
観点などから今後はさらに探っていく必要がある。ハ
ンドボール等の球技において杉原 13)は，コートの中で
多くの選手が激しく入り乱れ，試合状況も刻々と変化
するので，ボールや特定の選手だけに注意を集中して
いたのでは，適切な判断ができなくなってしまうと述
べている。リーグに長期間在籍した選手は，運動が自
動化され，広く外的な集中力が高まったと推察される。
リーグに長期間在籍するためには，集中力の高さは重
要な要素であることがうかがえる。判断力はハンド
ボールの競技特性上，非常に重要な能力の一つであり，
瞬時に目の前の状況を判断し，様々なプレーを選択し
ていかなければならない。リーグ在籍年数が長くなる
につれ，集中力と同様に，ハンドボール競技の習熟度
が高まり，判断力が高まったものと推察される。
女子リーグ在籍年数 女子リーグ在籍年数と心理的
競技能力との関係を明らかにするために，リーグ在籍
年数別に「①短期リーグ在籍選手」「②中期リーグ在籍
選手」「③長期リーグ在籍選手」の 3群に区分し分析を
行った。表 3には各尺度における女子リーグ在籍年数
別の得点の比較を示した。「②中期リーグ在籍選手」は
「①短期リーグ在籍選手」より決断力が有意に高かった
（F（2, 77）=3.251, p<.05）。「②中期リーグ在籍選手」は
「①短期リーグ在籍選手」より判断力が有意に高かった
（F（2, 77）=3.31, p<.05）。それ以外の尺度においては有
意差が認められなかった。
この結果から，女子リーグ在籍年数が「②中期リー
グ在籍選手」は，「①短期リーグ在籍選手」より決断力
と判断力が高いといえる。樫塚ら 8)により，大学の女

子ハンドボール選手は競技経験年数が長いほど，自信，
決断力，予測力，判断力が優れていることを明らかに
している。競技レベルは異なるが，本研究もこの先行
研究 8)と類似した結果であった。しかしながら，本研
究では長期リーグ在籍選手である 10年以上の選手の
特徴はみられなかった。

2）ポジション
男子ポジション 攻撃ポジション及び GKと心理的
競技能力との関係を明らかにするために，ポジション
別に「① GK」「②Wing」「③ Back Player（以下，BP）」
「④ Line」の 4群に区分し分析を行った。表 4には各
尺度における男子ポジション別の得点の比較を示し
た。「③ BP」は「④ Line」より判断力が有意に高かっ
た（F（3, 79）=3.20, p<.05）。それ以外の尺度においては
有意差が認められなかった。
この結果から，BPは Lineより判断力が高いといえ
る。BPは攻撃の中心として重要なポジションであり，
BPには得点するために LineやWingを効果的に利用
することが求められる。攻撃の場面では，BPが能動的
に動いてチャンスを作り出し，BPの判断したプレーに
Lineが受動的に絡んでいき，そこから多くのシュート
チャンスが生まれる。世界では判断力が高く，能動的
に動ける Lineが活躍している。2011年の第 22回男子
世界選手権ではフランスが優勝したが，フランスの
Lineであるベルトラン・ジル注 5)はその代表例であろ
う。Lineの判断力の向上によって，日本の攻撃の幅は
さらに広がる可能性がある。
女子ポジション 攻撃ポジション及び GKと心理的
競技能力との関係を明らかにするために，ポジション
別に「① GK」「②Wing」「③ BP」「④ Line」の 4群
に区分し分析を行った。表 5には各尺度における女子
ポジション別の得点の比較を示した。各尺度において
有意差は認められなかった。
男子にみられた BPと Lineの関係などの結果は女子
ではみられなかった。日本の女子ハンドボール界の傾
向としては，ゲームに臨む際，攻守において細やかな
戦術の決め事を事前にすることが指導現場では主流に
なっている。その傾向は男子より顕著である。また，
指導に際しての受動的な態度も男子に比べて高い。戦
術重視の試合展開をすることは個人の判断力の成長を
阻害する可能性があり，このことが本研究の結果に影
響を及ぼした要因の一つとして考えられる。

3）日本代表経験
男子日本代表経験　男子日本代表経験と心理的競技
能力との関係を明らかにするために，「①日本代表経験
選手」「②日本代表未経験選手」の 2群に区分し分析を
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行った。表 6には各尺度における男子日本代表経験別
の得点の比較を示した。「①日本代表経験選手」が「②
日本代表未経験選手」より有意に高かった尺度は，闘
争心（t（81）=2.85, p<.01），集中力（t（81）=2.09, p<.05），
自信（t（81）=2.64, p<.01），決断力（t（81）=2.96, p<.01），
予測力（t（81）=2.98, p<.01），判断力（t（81）=3.99, p<.001）
の 6尺度であった。
この結果から，日本代表経験選手は日本代表未経験
選手より，闘争心，集中力，自信，判断力，決断力，
予測力が高いといえる。特に判断力では大きな違いが
みられた。Murakami et al. 14)は，アテネオリンピック
出場選手の DIPCA.3を「メダル獲得選手群」と「非獲
得選手群」に区分し比較した。その結果，自己コント
ロール能力，集中力，自信，決断力では「メダル獲得
選手群」が「非獲得選手群」より有意に高かった。ま
た，立谷ら 15)は，「ソルトレイクシティー冬季オリン
ピック出場選手」と「トリノ冬季オリンピック出場選
手」の DIPCA.3を比較し，両オリンピック出場選手と
もに，自己実現意欲，集中力，自己コントロール能力，
闘争心は高得点を示し，勝利意欲，協調性，判断力，予

測力は低得点であったと報告している。これらの報告
から，ハンドボールの男子日本代表経験選手の判断力
と予測力の高さは競技特性によるものと考えられる。
女子日本代表経験　女子日本代表経験と心理的競技
能力との関係を明らかにするために，「①代表歴あり」
「②代表歴なし」の 2群に区分し分析を行った。表 7に
は各尺度における女子日本代表経験別の得点の比較を
示した。各尺度において有意差は認められなかった。
この結果は男子とは異なるものであった。
男女日本代表経験各尺度得点　男女日本代表経験の
各尺度得点をみると，他競目の国際レベル選手や日本
代表選手と比べ，高くないことが，先行研究等 14–17)か
ら窺える。他競技の選手との各尺度得点の比較は行っ
ていないが，全体的に心理的競技能力が低い。ハンド
ボールはゴール型競技に属するが，徳永 17)らは，ゴー
ル型競技の選手は，ネット型，野球型，個人対人型，
個人記録型に比べ，総合得点で相対的に低いとしてい
る。この研究では，ハンドボール選手の比較の中で強
化方略を探ってきたが，他競技との比較の中での強化
方略の検討は，今後の重要な課題である。

表 6　各尺度における男子日本代表経験別の得点の比較

表 7　各尺度における女子日本代表経験別の得点の比較
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4.　まとめ

本研究により，日本トップリーグにおけるハンド
ボール選手の心理的競技能力は，男子と女子で異なる
結果を示した。心理的競技能力からみる強化の方向性
として，男子においてはハンドボールの競技特性が顕
著に表れていたことがうかがえる。そこには「判断力」
がキーワードとして挙げられる。国際大会などで男子
日本代表選手が活躍するには，育成年代から競技の習
熟度を高めさせ，さらに「判断力」をつけさせること
が必要であろう。特に，Lineに「判断力」があれば，
新たな戦術をうみだすことが容易になる。Lineはポジ
ションの特性上，他のポジションに合わせてプレーす
ることが多いが，試合をつくる重要な役割を担ってお
り，味方のプレーの変化，相手の変化を自ら判断し，
チーム全体をコントロールすることに対して，受け身
にならないことが望まれる。したがって，「判断力」の
ある Lineの選手を育成することが今後の男子の課題
といえよう。
女子においては，リーグ在籍年数の増加に伴い，決
断力，判断力が向上する結果を示した。つまり，この
ことは競技を長く続けることで，決断力や判断力が増
すことを意味している。
女子の心理的競技能力には，ポジションによる違い
や日本代表経験の有無による違いがみられなかった。
このことは，ハンドボールの指導現場における女子選
手の受動的な態度と戦術のパターン化が影響している
ものと思われる。しかしながら，これはあくまでも推
測の段階であり，今後は詳細にその要因を明らかにし
なければならない。ただ，女子も男子と同様に「判断
力」をリーグ在籍前の早い段階からの育成をしようと
試みるべきであろう。
今回の研究結果から導き出された具体的強化方略と
して，攻撃の組み立ての指示を Lineが出すことであろ
う。現在の世界ハンドボールをみると，概ね攻撃組み
立ての指示は BPが出している。それは，声や数字，身
振り手振りのサインである。その指示をLineが出すこ
とで，能動的な Lineの育成に繋がると考える。全体の
コンビネーションや 2～ 3人のコンビプレーの中で，
Lineが相手防御の状況を判断し，主体的に攻撃の組み
立てを行うことである。世界のLineは男女ともに身体
的大型化が著しい。日本の身体的不利を補うには，Line
の判断力の向上が不可欠であり，この結果は，日本の
ハンドボール界に新たな提言となるものである。

5.　注

注 1) オープンスキルとは「外的状況の変化や予測不可能
などの条件下でのスキル 1)」と定義されている。

注 2) 身体知は「運動する主体としての身体が，ある時間
や空間の流れの中で体得しているもの 2)」を意味す
ることであり，言語的な理解を超えたところで体得
していることである。

注 3) クローズドスキルとは「外的状況の不変や予測可能
な状況下でのスキル 1)」と定義されている。

注 4) メンタルトレーニングとは「スポーツ選手や指導者
が競技力向上のために必要な心理的スキルを獲得
し，実際に活用できるようになることを目的とす
る，心理学やスポーツ心理学の理論技法に基づく計
画的で教育的な活動 6)」のことを意味する。

注 5) フランス男子代表チームの Lineであるプロハンド
ボールプレーヤー。2002年世界最優秀選手（world
player of the year 2002）。2008年北京オリンピック
金メダル及びベストセブン。2001年，2010年世界
選手権優勝及びベストセブン，2003年，2005年世
界選手権 3位などの戦績があり現代最高の Lineプ
レーヤーであるとの呼び声が高い。

6.　文　　献

 1) Poulton, E. C.: On prediction in skilled movements.
Psychological Bulletin, 54, 467–478, 1957.

 2) 加藤敏弘：健康スポーツの科学改訂版．茨城大学健
康スポーツ教育研究会（編），pp. 78–79，大修館書
店：東京都，2009.

 3) 田村修治：日本と韓国のハンドボール競技の指導法
の比較について―中学生・高校生を対象として―．東
海大学紀要体育学部，27, 71–78, 1998.

 4) 柳　在忠：アジアのチームが世界のトップレベルを
めざして．ボールゲーム研究会会報，4, 1992.

 5) 藤林文博：オレ・オルソン監督によるハンドボール
のチーム作りに関する研究．スポーツ運動学研究，
10, 87–93, 1997.

 6) 吉川政夫：競技力向上とメンタルトレーニング．日
本スポーツ心理学会（編）スポーツメンタルトレー
ニング教本　改訂増補版，p. 15，大修館書店：東京，
2005.

 7) 半田洋平・高田正義：大学ハンドボール選手の心理
的競技能力について―東日本インターカレッジ，西
日本インターカレッジ出場チームの比較―．愛知学
院大学教養部紀要，45, 203–123, 1993.

 8) 樫塚正一・曾田　宏・田中美紀：大学女子ハンドボー
ル選手の心理的競技能力に関する研究―競技能力に
よる比較―．体育・スポーツ科学，9, 35–40, 2000.

 9) 樫塚正一・五藤佳奈・伊達萬里子・田嶋恭江：集団
凝集性と心理的競技能力の関連性について―大学女
子ハンドボール選手の場合―．武庫川女子大学紀要
（人文・社会科学），56, 77–85, 2008.

10) 徳永幹雄・橋本公雄：心理的競技能力診断検査
（DIPCA.3，中学生―成人用）．トーヨーフィジカル：
東京，2000.

11) 徳永幹雄：ベストプレイへのメンタルトレーニング
―心理的競技能力の診断と強化―．pp. 50–61，大修
館書店：東京，1996.

12) Nideff er, R. M. & Fairbank, R.: A Theory and Test of 
Att entional and Interpersonal Style. Enhanced
Performance Associates, California, 1981.



33

辻 ほか

13) 杉原　隆：スポーツにおける精神集中．臨床スポー
ツ医学，5(11), 1233–1239, 1988.

14) Murakami, K., Sugo, T., Imai, K., Tachiya, Y., & Ishii, 
M.: Psychological Ability of Olympic Athletes in 
Japan. Poster session presented at the conference of 
international Society of Sports Psychology (ISSP), 
ISSP 11th World Congress of Sport Psychology, 
Promoting Health & Performance for Life, 電子媒体 , 
2005.

15) 立谷泰久・今井恭子・山崎史恵・菅生貴之・平木貴
子・平田大輔・石井源信・松尾彰文：ソルトレイク
シティー及びトリノ冬季オリンピック代表選手の心
理的競技能力．Japanese Journal of Elite Sports 
Support, 1, 13–20, 2008.

16) 高津浩彰・岡本昌也・寺田泰人：ラグビー選手の心
理的競技能力について．スポーツ方法学研究，13(1),
101–106, 2000.

17) 徳永幹雄・吉田英治・重枝武司・東　健二・稲富　
勉・斉藤　孝：スポーツ選手の心理的競技能力にみ
られる性差，競技レベル差，種目差．健康科学，22,
109–120, 2000.

〈連絡先〉 
著者名：辻　昇一
住　所：東京都世田谷区深沢 7–1–1
所　属：運動方法ハンドボール研究室
E-mailアドレス：tsuji@nitt ai.ac.jp


